
























































































なったのは 2015年 11月のオープンハイスクールでの中学 3年生向け体験授業
においてだった。「ICT を使った授業を」という学校側の要望に応え、パワー
ポイントのスライドを作成して中学 3年生、保護者、中学校の先生方の前で授
業を行った。
体験授業の狙いは、ウルトラマンと沖縄の関係について知ってもらうことよ
りも、「怪獣プロレス」ではない、難しいストーリーを扱うことで、「生徒のわ
かる授業をすることが生徒に学力をつける最良の道だ」という浅はかな考えに
乗ってしまっていた教師として自分の後悔を話す、昭和の語法で「自己批判」
をすることだった。その自己批判の最後に、
「自分は子ども向け特撮モノで感じ取った疑問を持ちつづけ、30年近く経っ
て、大田知事の代理署名拒否裁判を知って、ようやく自分なりの答えを見つけ
ることができました」
「葛藤を通して人は成熟するのではないか」
「すぐに答えも結果も出ない問いや課題を子どもに与えることを教師も保護者
もためらわないで欲しい」
「中学生の皆さんもすぐに正解や答えを求めすぎないで欲しい」と語った。
授業終了後に中学校の先生と思しき人が筆者の正面に現れ、握手を求めてき
た。「内容はよくわかりませんでしたが、先生の思いは私には伝わりました。
これからもこんな授業を続けてください」と熱く語り、すっとその人は帰られ
た。思いもよらぬ事態だったが、ともかくも授業は成り立ったのだと安堵し
た。しかし、それから半年も過ぎない 2016年 4月に筆者は現任校へ転勤とな
った。
そして昨年（2017年）から 3年次生対象の総合的学習「映像で見る歴史」
の中でこの授業は復活した。昨年と今年の 2回やってみたが、「ウルトラマン
を見るのは初めてです」と書く生徒は増えている。その一方で、父親と一緒に
DVD で既に見ていて、「こんな深い意味が底にあったのかと驚いた」と書いて
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くる生徒もいる。核心となる問いである「メフィラス星人とは誰か」の「正解
率」は低い。問い方の工夫が必要であると反省しているが、普天間基地の辺野
古移設をめぐる報道に接する機会が増えたためか、「日本政府」と書く生徒が
昨年よりも増えた。これはこれで正しい読み解きになってしまう沖縄県と日本
政府の対立を憂いながらも、そう感じ取る社会問題への感度は評価してよいと
思う。
「映像で見る歴史」では 11本前後の映画を観る。年間の授業の最後に、まと
めとして「一番つまらなかった作品」「一番面白かった作品」「一番印象に残っ
た作品」「一番勉強になった作品」を 11作品の中から問い、その理由を 200字
程度で書かせている。2年間で受講した生徒は 79人で、メフィラス星人の回
を書いたのは 4人だった。「ベトナム戦争とアメリカ」シリーズの最後に見せ
るため、その前の『プラトーン』（1986年、米国）、『フルメタルジャケット』
（1987年、米国）に、また最後の回で見せる『ヘドウィグ・アンド・アング
リーインチ』（2001年、米国）のインパクトに喰われているためか、書き記す
生徒は少ない。よって統計的な意味はなく、文章にした生徒に「どのような印
象として残ったか」という資料でしかないが、それを挙げておく。
最初は、ウルトラマンで歴史の何がわかるのか、全然想像できなかった。
けれども、子ども向けの作品に込められているは思えない難しい内容がウ
ルトラマンの登場人物たちで表現されていたのが驚いた。
一部の映像作品には、時代背景や先行作品との関係が細かいところに表現
されていて、それがわかると表面の下にあるストーリーがわかるんだ、と
実感した。これからは映画などを見る時には意識して見ようと思った。
（2017年度 O 君）
小さい頃に父親とウルトラマンを見ていたが、メフィラス星人の回にそん
な意味があったことに驚きました。色々な角度から物事を読み取っていく
ことは面白いと改めて思いました。これを受験も含めて色々なところで活
かして行きたいと思った。（2017年度 U 君）
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ウルトラマンは子どもが楽しむものだと思っていたので、国連や沖縄など
のメッセージを子ども向け番組で伝えていたのはすごいなと思いました。
製作者の意図を考えて見るのは面白いと思う。これからはこういう見方で
見て、自分の知識や考え方を増やしていきたいと思います。（2018年度 U
さん）
「ウルトラマン」というと、先生が言っていた怪獣プロレスのイメージが
非常に強い。ところが、その中に当時の時代背景などを暗示的に映し出し
ていたというのに驚いた。今まで見てきた映像作品も、作り手は映してい
たのに、自分には見えていなかっただけかもしれない・・・。（2018年度
H くん）
新しい事件や作品を使った新しい教材を開発することは、当然ながら大事で
価値あることである。しかし、誰もが名前くらいでも知っている「国民的」
TV 作品や映画を新しい視点から読み解き、新しい問いを思いもよらなかった
角度から発することで作品に新しい命を吹き込み、「反響し合う多様な読み」
「新しい読みの可能性」を世代を超えて増やしていく方が、より豊かで多面的
な解釈の連鎖反応（主体的で対話的な深い学び）を生み出すのではないか。こ
の実践はささやかながらもその一つの試みなのである。
なお、「禁じられた言葉」の筆者による読み解きは、『怪獣使いと少年』でウ
ルトラシリーズを議論に値する作品論にまで昇華させた切通理作氏も示してい
ないものである（そもそも氏に論じられてすらいないのだが）。また、ともに
ウルトラマンを作った上原正三氏の『金城哲夫 ウルトラマン島唄』も「禁じ
られた言葉」については何も語っていない。この読み解きが、筆者の牽強付会
でないことを祈っている。
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